
（北海道）

数
々
の
節
目
と
共
に
迎
え
る 

新
た
な
時
代
へ
の
準
備
と
実
装
化

　

北
海
道
中
央
部
の
や
や
西
側
、
道
都
・
札
幌
市
を

擁
す
る
石
狩
地
方（
北
海
道
石
狩
振
興
局
管
内
）に
隣

接
す
る
、
広
大
な
空そ
ら
ち知

地
方
（
北
海
道
空
知
総
合
振

興
局
管
内
、
現
在
10
市
14
町
で
構
成
）
の
中
心
都
市

で
、
管
内
最
大
の
人
口
（
本
年
５
月
末
時
点
で
７
万 

６
０
１
２
人
）
を
擁
す
る
岩
見
沢
市
は
、
本
年
４
月

１
日
、
市
制
施
行（
昭
和
18
／
１
９
４
３
年
）か
ら
満

80
年
の
節
目
を
迎
え
た
。

　

同
時
に
本
年
は
、
明
治
17（
１
８
８
４
）年
か
ら
翌

年
に
か
け
て
始
ま
っ
た
、
同
地
の
開
拓
（
山
口
県
・

鳥
取
県
な
ど
全
国
10
県
か
ら
士
族
２
７
７
戸
・

１
５
０
３
人
が
集
団
移
住
し
て
開
始
）
を
前
に
、
旧

札
幌
県
勧
業
課
岩
見
沢
派
出
所
が
設
置
さ
れ
た
明
治

16（
１
８
８
３
）年
か
ら
数
え
て
、
１
４
０
年
の
節
目

に
当
た
る
。
岩
見
沢
村
の
開
庁（
戸
長
役
場
）は
翌
明

治
17
年
だ
が
、
岩
見
沢
市
で
は
そ
の
前
年
に
、
初
の

公
的
機
関
・
岩
見
沢
派
出
所
が
設
置
さ
れ
た
こ
と
を

も
っ
て《
開
庁
》と
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
現
国
立
大
学
法
人
北
海
道
教
育
大
学
岩

見
沢
校
（
旧
北
海
道
庁
立
実
業
補
習
学
校
教
員
養
成

所
）が
設
置
さ
れ
た
大
正
12（
１
９
２
３
）年
か
ら
も
、

本
年
は
１
０
０
年
目
に
当
た
る
た
め
、
岩
見
沢
市
で

は
本
年
９
月
か
ら
10
月
に
か
け
、
北
海
道
教
育
大
学

と
の
連
携
に
よ
る
、
文
化
・
芸
術
関
連
を
中
核
と
す

る
各
種
の
記
念
イ
ベ
ン
ト
開
催
の
予
定
を
立
て
て
い

る
。

　
「
わ
が
ま
ち
の
形
成
史
」に
お
け
る
、
ま
さ
に
大
き

な
節
目
を
連
続
し
て
迎
え
つ
つ
あ
る
岩
見
沢
市
。
同

地
の
開
拓
は
明
治
12（
１
８
７
９
）年
、
隣
接
す
る
幌ほ
ろ

内な
い

エ
リ
ア（
現
三
笠
市
）で
開
始
さ
れ
た
、
近
代
日
本

の
命
運
を
賭
け
た
国
策
＝
殖
産
興
業
の
要
、
炭
鉱
開

発
事
業
の
推
進
と
強
く
連
動
し
て
い
る
。

　

炭
坑
事
業
を
推
進
し
た
の
は
、
明
治
２（
１
８
６
９
）

年
、
北
方
開
拓
を
目
的
に
国
が
設
置
し
た
、
中
央
省

庁
と
同
格
の
開
拓
使（
北
海
道
開
拓
使
）だ
。

　

開
拓
使
の
主
な
役
割
は
、
炭
坑
の
鉱
脈
を
は
じ
め

と
す
る
北
海

道
の
各
種
資

源
調
査
お
よ
び
、
そ
の
資
源

を
原
資
と
す
る
産
業
育
成
の
推
進

だ
。
例
え
ば
札
幌
市
に
本
拠
を
置
く
現

サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー
ル
も
、
元
々
は
開
拓
使
が
北
海
道

産
の
ホ
ッ
プ
や
麦
を
活
用
し
、
新
た
な
産
業
を
興

す
べ
く
明
治
９（
１
８
７
６
）年
に
開
業
し
た「
開
拓

使
麦
酒
醸
造
所
」が
ル
ー
ツ
と
な
っ
て
い
る
。

　

岩
見
沢
市
が
位
置
す
る
空
知
地
方
で
は
、
開
拓

使
が
米
国
か
ら
招
い
た
お
雇
い
外
国
人
の
ベ
ン

ジ
ャ
ミ
ン
・
ス
ミ
ス
・
ラ
イ
マ
ン
（
鉱
山
学
者
）
に

松
ま つ の

野 哲
さとる

岩見沢市長

実
装
化
の
進
む
地
域
情
報
化
と
ス
マ
ー
ト
農
業
が
基
盤

元
気
な
《
市
民・企
業・地
域
》
が
育
む
健
康
経
営
都
市

市 政 ル ポ 岩
い わ み ざ わ

見沢市
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（北海道）

よ
る
明
治
６（
１
８
７
３
）～
８（
１
８
７
５
）年
に
か

け
て
の
調
査
で
、
日
本
最
大
規
模
の
鉱
脈
を
埋
蔵
し

て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
鉱
脈
の
総
称
は
石
狩
炭

田
だ
が
、
地
質
構
造
の
違
い
な

ど
か
ら
、
北
部
は
空
知
炭
田
、

南
部
は
夕
張
炭
田
に
分
類
さ
れ

て
い
る
。

　

と
り
わ
け
埋
蔵
量
豊
富
と
さ

れ
た
の
が
、
空
知
炭
田
に
属
す

る
幌
内
炭
鉱
の
周
辺
だ
っ
た
。

か
く
し
て
、
明
治
12
年
の
幌
内

炭
鉱
の
開
鉱
を
契
機
に
、
周
辺

エ
リ
ア
の
開
拓（
ま
ち
づ
く
り
）

も
急
ピ
ッ
チ
で
進
行
す
る
。

　

特
に
明
治
15（
１
８
８
２
）年

に
は
早
く
も
、「
新
橋
～
横
浜

間
」「
大
阪
～
神
戸
間
」
に
次
ぐ
、
全
国
３
番
目
の
鉄

道「
官
営
幌
内
鉄
道
」（
幌
内
～
札
幌
～
手
宮
／
小
樽
）

が
開
通
し
、
開
拓
が
促
進
さ
れ
た
。
産
業
鉄
道
と
し

て
は
日
本
初
の
事
例
と
も
な
る
幌
内
鉄
道
は
、
幌
内

で
産
出
し
た
石
炭
を
、
小
樽
港
か
ら
全
国
に
運
ぶ
こ

と
を
主
要
目
的
に
敷
設
さ
れ
た
（
現
在
は
市
内
の
岩

見
沢
駅
と
幌
向
駅
を
含
む
函
館
本
線
が
路
線
の
一
部

を
継
承
）。

　

そ
の
途
中
駅
・
岩
見
沢
駅
が
設
置
さ
れ
た
明
治
17

年
は
、
前
述
の
岩
見
沢
村
の
開
庁
や
、
開
拓
要
員
と

し
て
の
士
族
の
集
団
移
住
が
始
ま
っ
た
年
で
あ
り
、

前
年
の
岩
見
沢
派
出
所
設
置
も
当
然
、
そ
れ
に
連
動

し
て
い
る
。

　

岩
見
沢
駅
を
経
由
す
る
鉄
道
網
は
、
岩
見
沢
～
砂

川
～
歌
志
内
を
結
ぶ
空
知
線
の
延
伸
開
業
（
明
治
24

／
１
８
９
１
年
）、
北
海
道
炭
坑
鉄
道
・
岩
見
沢
機

関
庫
の
設
置
（
同
年
）、
岩
見
沢
～
室
蘭
を
結

ぶ
室
蘭
線
の
延
伸
（
明
治
25
／
１
８
９
２
年
）

な
ど
、
そ
の
後
も
拡
充
の
一
途
を
た
ど
る
。

　

道
路
建
設
も
同
様
に
急
ピ
ッ
チ
で
進
め

ら
れ
た
。
明
治
22（
１
８
８
９
）年
に
は
岩
見

沢
～
滝
川
～
忠
別
太
（
旭
川
）
間
を
結
ぶ
中

央
横
断
道
路
（
現
国
道
12
号
／
札
幌
～
岩
見

沢
～
旭
川
の
原
型
）
が
完
成
。
翌
明
治
23

（
１
８
９
０
）年
に
は
、
夕
張
炭
鉱
の
開
鉱
に

付
随
し
て
、
夕
張
と
岩
見
沢
を
結
ぶ
夕
張
道

路
（
現
北
海
道
道
38
号
夕
張
岩
見
沢
線
の
原

型
）も
開
通
し
た
。

　

そ
う
し
た
流
れ
の
中
、
最
初
は
１
５
０
０

人
ほ
ど
の
開
拓
民
で
ス
タ
ー
ト
し
た
岩
見
沢

の
ま
ち
づ
く
り
も
急
速
に
進
む
。
明
治
17
年
に
戸
長

役
場
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
岩
見
沢
村
は
、
明
治
33

（
１
９
０
０
）
年
に
１
級
町
村
制
に
よ
る
岩
見
沢
村

と
な
り
、
人
口
も
１
万
２
０
０
０
人
以
上
を
数
え

る
ま
で
に
急
増
。
さ
ら
に
明
治
39
（
１
９
０
６
）
年

に
は
町
制
を
施
行
。
そ
の
繁
栄
ぶ
り
は
、
明
治
41

（
１
９
０
８
）
年
、
北
海
道
内
で
は
函
館
に
次
ぐ
、

２
番
目
の
早
さ
で
上
水
道
が
完
成
し
て
い
る
こ
と

な
ど
、
各
種
の
傍
証
か
ら
も
う
か
が
え
る
。

　
「
日
本
が
誇
る
産
炭
地
だ
っ
た
空
知
地
方
は
、
周

知
の
よ
う
に
戦
後
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
転
換
に
よ

り
、
周
辺
地
域
も
含
め
、
そ
の
後
は
急
速
に
衰
退
し

て
い
き
ま
す
。
岩
見
沢
市
自
体
は
、
炭
坑
の
ま
ち
と

令和4年1月に業務開始された岩見沢市・新庁舎の開庁式 中心市街地の北側郊外、幾春別川沿いに立地する「岩見沢発祥の地
記念公園」。開拓当初ここに関係者の宿泊所が設けられた

東京・上野駅の翌年、新宿駅・渋谷駅の前年に設置された岩見沢駅（明
治17年）。平成21年建て替えの新駅舎は複合施設としても機能

札幌市

岩見沢市
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い
う
よ
り
、
炭
鉱
全
盛
時
代
か
ら
空
知
地
方
の
交
通

の
要
衝
と
し
て
、
石
炭
を
は
じ
め
と
す
る
物
流
の
集

散
地
、
炭
鉱
関
連
会
社
の
社
員
の
宿
泊
地
な
ど
の
役

割
を
担
う
と
と
も
に
、
空
知
地
方
全
域
の
行
政
・
教

育
・
文
化
の
中
心
都
市
と
し
て
発
展
し
て
き
た
経
緯

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
炭
鉱
が
最
大
の
経
済
基

盤
だ
っ
た
周
辺
の
都
市
が
急
激
な
人
口
減
少
に
見
舞

わ
れ
て
い
っ
た
時
期
に
お
い
て
も
、
道
都
・
札
幌
市

か
ら
40
㎞
圏
内
に
位
置
す
る
交
通
至
便
の
地
で
あ
る

こ
と
な
ど
か
ら
、
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
の
存
在
感

を
発
揮
し
、
平
成
７（
１
９
９
５
）年
ま
で
は
、
人
口

を
少
し
ず
つ
増
や
し
て
い
き
ま
す
。

　

そ
し
て
、
平
成
７
年
の
９
万
７
０
４
２
人
を
ピ
ー

ク
に
、
岩
見
沢
市
の
人
口
も
漸
減
し
て
い
き
ま
す

が
、
そ
の
日
が
来
る
こ
と
を
予
測
し
、
岩
見
沢
市
で

は
平
成
５（
１
９
９
３
）年
か
ら
、
全
国
に
先
駆
け
る

形
で《
地
域
情
報
化
》の
整
備
事
業
に
力
を
入
れ
て
き

ま
し
た
。
い
わ
ば
人
口
減
少
を
不
可
避
の
前
提
と
し

て
捉
え
る
と
と
も
に
、
人
口
が
減
っ
て
い
く
中
で
、

い
か
に
市
民
の
生
活
の
質
を
向
上
さ
せ
、
地
域
の
活

性
化
を
図
っ
て
い
く
の
か
。
そ
の
対
策
と
し
て
の
地

域
情
報
化
に
力
を
傾
注
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
れ

が
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
実
を
結
び
始
め
、
現
在
で
は
実

装
化
が
着
実
に
、
進し
ん
ち
ょ
く捗し
つ
つ
あ
り
ま
す
」

　

そ
う
語
る
の
は
、
松
野
哲
岩
見
沢
市
長
だ
。

　

松
野
市
長
は
大
学
卒
業
後
の
昭
和
56（
１
９
８
１
）

年
４
月
に
岩
見
沢
市
役
所
に
入
庁
。
企
画
調
整
課

長
、
市
長
室
長
、
学
校
教
育
課
長
、
観
光
物
産
課
長
、

企
画
財
政
部
次
長
な
ど
を
歴
任
し
た
後
、
平
成
24

（
２
０
１
２
）年
７
月
に
退
職
。
同
年
９
月
に
実
施
さ

れ
た
岩
見
沢
市
長
選
に
出
馬
し
て
当
選
し
、
本
年
で

３
期
11
年
目
を
迎
え
て
い
る
。

地
域
情
報
化
と
ス
マ
ー
ト
農
業
の
推
進
が

導
く
地
域
力
の
底
上
げ

　

周
知
の
よ
う
に
現
在
、
日
本
の
地
方
都
市
は
さ
ま

ざ
ま
な
地
域
課
題
の
解
決
の
た
め
、
Ｄ
Ｘ
や
Ｇ
Ｘ
な

ど
、
最
新
の
情
報
通
信
技
術（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）を
フ
ル
活
用

し
た
地
域
情
報
化
の
推
進
が
急
務
と
さ
れ
、
そ
れ
に

伴
う
各
種
の
実
証
実
験
な
ど
が
、
盛
ん
に
行
わ
れ
て

い
る
。

　

し
か
し
、
平
成
５
年
か
ら
、
全
国
に
先
駆
け
て
、

地
域
情
報
化
の
基
盤
整
備
に
取
り
組
ん
で
き
た
岩
見

沢
市
で
は
、
現
在
、
実
証
実
験
の
段
階
か
ら
既
に
実

装
化
へ
の
段
階
に
入
っ
て
い
る
試
み
が
少
な
く
な

い
。
中
で
も
ス
マ
ー
ト
農
業
へ
の
取
り
組
み
を
軸

に
、
そ
こ
で
得
ら
れ
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
の
知
見
を
活
用

す
る
形
で
、
地
産
地
消
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
発
電
）
や
、

医
療
・
健
康
・
少
子
化
対
策
（
子
育
て
支
援
）
な
ど
、

産
学
官
・
官
民
連
携
に
よ
る
、
多
種
多
様
な
実
装

化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
、
同
時
多
発
的
に
展
開
さ
れ
て

い
る
。

　
「
農
業
を
基
幹
産
業
と
す
る
岩
見
沢
市
は
、
市
域

の
約
４
割
を
農
地
が
占
め
て
お
り
、
米
や
麦
、
タ
マ

ネ
ギ
な
ど
広
大
な
土
地
で
の
栽
培
が
必
要
な
、
い
わ

ゆ
る
土
地
利
用
型
農
業
が
主
流
で
す
。
そ
も
そ
も

は
、
こ
う
し
た
形
の
農
業
を
、
慢
性
的
な
人
手
不
足

朝日炭鉱全盛期の大正8年に開設された万字線・朝日駅跡（万字線鉄道公園）。炭鉱
閉山後の昭和60年に万字線も廃止された

北海道内の鉄道線路を一手に製造している岩見沢レールセンター。明治32年竣工、
鉄道のまち・岩見沢のシンボル的建物（近代化産業遺産）

AUGUST 2023 市政 14



岩見沢市　市 政 ル ポ

（北海道）

の
中
、
よ
り
効
率
的
に
運
営
し
て
い
く
た
め
に
は
、

農
業
技
術
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
が
不
可
欠
で
あ
る
と
い
う
と

こ
ろ
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
現
在
は
そ

の
応
用
と
し
て
、
市
民
生
活
の
細
部
に
至
る
よ
う
な

面
に
ま
で
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
取
り
組
み
が
幅
広

く
進
め
ら
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

地
域
情
報
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
、
け
ん

引
し
た
旧
自
治
省
出
身
の
能
勢
市
長
（
在
任
期
間
、

平
成
２
／
１
９
９
０
年
～
平
成
14
／
２
０
０
２
年
）

は
、
当
時
、
破
綻
寸
前
だ
っ
た
財
政
の
建
て
直
し
を

推
進
す
る
と
と
も
に
、
地
域
情
報
化
へ
の
取
り
組
み

こ
そ
が
、
過
疎
化
の
予
測
さ
れ
る
地
域
の
未
来
を
新

た
に
切
り
開
く
た
め
、
不
可
欠
の
施
策
で
あ
る
こ
と

を
市
役
所
職
員
や
市
民
に
周
知
さ
れ
ま
し
た
。
私
も

若
手
職
員
の
頃
か
ら
、
能
勢
市
長
の
指
揮
の
下
、
地

域
情
報
化
の
基
盤
づ
く
り
に
、
折
に
触
れ

携
わ
っ
て
き
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
だ
け
に
、
な
お
一
層
、
将
来
的
な

人
口
減
少
な
ど
の
ト
レ
ン
ド
を
見
越
し
て

平
成
５
年
か
ら
開
始
さ
れ
た
、
岩
見
沢
市

の
地
域
情
報
化
へ
の
取
り
組
み
が
、
時
を

経
る
に
つ
れ
効
果
を
発
揮
し
つ
つ
あ
る
こ

と
、
本
当
に
大
き
な
地
域
財
産
に
な
っ
て

き
て
い
る
こ
と
を
、
心
強
く
実
感
し
て
い

ま
す
」（
松
野
市
長
）

　

30
年
前
か
ら
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
き

た
岩
見
沢
市
の
地
域
情
報
化
の
基
盤
整
備

は
、
次
に
近
年
の
主
な
事
例
を
示
す
よ
う

に
、
松
野
市
長
の
就
任
（
平
成
24
年
）
に
よ

り
、
具
体
的
な
実
装
化
の
形
を
伴
っ
た《
農

業
を
軸
と
す
る
地
方
創
生
》
事
業
へ
と
、
一
気
に
加

速
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊

［
現
在
展
開
中
の
産
学
官
・
官
民
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

例
／
経
済
面
］

◇
事
例
①

―
ス
マ
ー
ト
農
業
実
装
事
業

（
遠
隔
監
視
制
御
に
よ
る
農
業
運
営
／
平
成

30
年
度
～
／
連
携
＝
北
海
道
大
学
、
Ｎ
Ｔ

Ｔ
グ
ル
ー
プ
ほ
か
）

◇
事
例
②

―
デ
ー
タ
駆
動
型
農
業
／
農

業
Ｄ
Ｘ（
新
た
な
生
産
環
境
／
土
壌
物
理
性

改
善
な
ど
／
令
和
４
年
度
～
／
連
携
＝
北

海
道
大
学
、
Ｊ
Ａ
ほ
か
）

◇
事
例
③

―
地
産
地
消
型
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
活
用
／
発
電（
ナ
ノ
グ
リ
ッ
ド
機
能
の
実

装
化
／
令
和
３
年
度
～
／
連
携
＝
北
海
道
大
学
、
日
立

製
作
所
ほ
か
）

［
現
在
展
開
中
の
産
学
官
・
官
民
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
例

／
生
活
面
］

◇
事
例
④

―
健
康
・
少
子
化
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
少
子
化
対
策
お
よ
び
健
康
に
関
す
る
学
び
の
場
の
形

成
／
平
成
27
年
度
～
／
連
携
＝
北
海
道
大
学
、
筑
波
大

学
、
北
里
大
学
、
森
永
乳
業
ほ
か
）

◇
事
例
⑤

―
地
域
通
貨
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム（
イ
ン
セ

ン
テ
ィ
ブ
の
域
内
経
済
流
通
、
市
民
の
生
活
行
動
変
容

の
研
究
／
令
和
４
年
度
～
／
連
携
＝
商
工
会
議
所
ほ
か
）

◇
事
例
⑥

―
遠
隔
医
療
・
健
診
機
能
の
形
成
（
ル
ー

ラ
ル
エ
リ
ア
に
お
け
る
安
心
感
醸
成
／
令
和
４
年
度
～

／
連
携
＝
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
、
北
海
道
大
学
病
院
ほ
か
）

◇
事
例
⑦

―
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
×
健
康
（
ル
ー
ラ
ル
エ
リ
ア

に
お
け
る
安
心
感
醸
成
／
令
和
４
年
度
～
／
連
携
＝
マ

ク
ニ
カ
、
ハ
イ
ヤ
ー
協
会
ほ
か
）

◇
事
例
⑧

―
デ
ジ
タ
ル
ス
ク
ー
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

（
国
内
外
の
学
生
・
高
校
生
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

／
令
和
元
年
度
～
／
連
携
＝
シ
ス
コ
シ
ス
テ
ム
ズ
ほ
か
）

日本有数の豪雪地帯・岩見沢では、ICT技術（農
業用GPSガイダンスシステム）の活用による除排
雪車両支援の検証も進行中

北海道教育大学の学生が主体的に作品や活動を発表できる「i-BOX」は、岩見沢駅
構内に立地。市民・行政・大学をつなぐ貴重な場だ

今年で創立100周年を迎えた北海道教育大学岩見沢校キャンパス
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日
本
一
母
子
に
や
さ
し
い
健
康
都
市
・ 

岩
見
沢
市
の
描
く
近
未
来

　

地
域
情
報
化
の
基
盤
整
備
へ
の
取
り
組
み
が
、

中
で
も
本
格
的
な
ス
マ
ー
ト
農
業
な
ど
へ
の
取
り

組
み
へ
と
加
速
・
展
開
し
た
直
接
の
契
機
は
、
松

野
市
長
の
就
任
翌
年
の
平
成
25
（
２
０
１
３
）
年
１

月
に
、
岩
見
沢
市
の
肝
い
り
も
あ
り
、
地
域
の
農

業
者
１
０
９
人
が
集
い
、「
い
わ
み
ざ
わ
地
域
Ｉ
Ｃ

Ｔ（
Ｇ
Ｎ
Ｓ
Ｓ
等
）農
業
利
活
用
研
究
会
」を
発
足
さ

せ
た
こ
と
に
あ
る
。
ス
マ
ー
ト
農
業
に
深
い
関
心

を
持
つ
参
加
者
は
そ
の
後
も
続
々
と
増
え
た
。
そ

の
年
の
う
ち
に
は
、
Ｇ
Ｎ
Ｓ
Ｓ-

Ｒ
Ｔ
Ｋ
に
よ
る
位
置

情
報
の
補
正
局
を
市
内
３
カ
所

に
設
置
す
る
な
ど
、
遠
隔
操
作

の
ロ
ボ
ッ
ト
ト
ラ
ク
タ
ー
運
用

な
ど
に
不
可
欠
な
、
位
置
情
報

の
高
精
度
化
（
誤
差
・
数
㎝
レ
ベ

ル
）ま
で
も
が
実
現
し
た
。

　

さ
ら
に
、
前
ペ
ー
ジ
の
各
種
事

例
に
も
あ
る
よ
う
な
、
産
学
官
・

官
民
連
携
の
体
制
を
確
立
す
る

と
と
も
に
、
市
内
各
所
に
気
象
情

報
装
置
を
設
置
す
る
こ
と
で
、
岩

見
沢
市
の
主
要
農
産
物
で
あ
る

米
・
小
麦
・
タ
マ
ネ
ギ
な
ど
の
栽

培
に
有
効
な
《
50
ｍ
メ
ッ
シ
ュ
》

と
い
う
高
精
度
気
象
情
報
の
提

供
も
開
始
。
ス
マ
ー
ト
農
業
に
関

す
る
先
端
技
術
の
実
装
化
が
、
着
々
と
実
現
し
て

い
っ
た
。

　
「
そ
れ
ら
の
動
き
を
支
え
た
の
は
、
岩
見
沢
市
が

こ
れ
ま
で
全
国
の
自
治
体
に
先
駆
け
、
30
年
前
か

ら
地
道
に
整
備
を
積
み
重
ね
て
き
た
情
報
通
信
技

術
の
基
盤
で
あ
り
、
根
幹
で
も
あ
る
光
フ
ァ
イ

バ
ー
網
な
ど
で
す
。

　

そ
し
て
、
ス
マ
ー
ト
農
業
へ
の
取
り
組
み
を
契

機
に
進
め
て
き
た
、
本
市
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活

用
（
実
装
化
）
は
、
今
や
健
康
増
進
や
教
育
、
子
育

て
支
援
、
高
齢
者
福
祉
な
ど
、
市
民
生
活
の
あ
ら

ゆ
る
分
野
に
ま
で
及
び
つ
つ
あ
る
と
こ
ろ
が
、
大

き
な
特
徴
に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
同
時
に

こ
う
し
た
在
り
方
こ
そ
は
、
人
口
増
が
望
み
に
く

い
状
況
下
に
あ
る
地
方
都
市
に
と
っ
て
、
市
民
の

暮
ら
し
の
質
を
保
つ
た
め
の
、
一
つ
の
有
効
な
先

行
事
例
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
よ
う
に
も

考
え
て
い
ま
す
」（
松
野
市
長
）

　

市
民
生
活
面
で
の
利
便
性
を
確
保
す
る
取
り
組

み
と
し
て
、
先
述
の
各
種
事
例
の
中
で
注
目
さ
れ

る
の
が
、
⑥
と
⑦
の
「
ル
ー
ラ
ル
エ
リ
ア
（
地
方
都

市
）
に
お
け
る
安
心
感
醸
成
」
を
テ
ー
マ
に
推
進
さ

れ
つ
つ
あ
る
、
少
子
化
対
策
や
高
齢
化
対
策
な
ど

に
ま
つ
わ
る
取
り
組
み
だ
ろ
う
。

　

こ
れ
は
大
都
市
部
に
比
べ
た
場
合
の
、
地
方
都

市
に
お
け
る
医
療
格
差
や
教
育
格
差
、
交
通
格
差

な
ど
を
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
で
補
い
、
市
民
に
安
心
感

を
醸
成
す
る
た
め
の
取
り
組
み
だ
。
そ
の
前
段
の

「日本一母子にやさしい岩見沢市」の周産期支援ならびに子育て支援は、働き盛り
世代から高い評価

市民の健康維持・増進は「健康経営都市」の要の一つ（ショッピングセンターに併
設されている健康ひろば）

昭和2年に設立の町立病院がルーツの市立総合病院。令和10年開業を目指し、北
海道中央労災病院との合併による新病院設立計画が進む
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岩見沢市　市 政 ル ポ

（北海道）

取
り
組
み
と
し
て
、
岩
見
沢
市

は
平
成
28（
２
０
１
６
）年
、「
健

康
経
営
都
市
宣
言
」
も
行
っ
て

い
る
。

　

健
康
経
営
と
は
、
従
業
員
や

家
族
の
健
康
の
確
保
に
向
け
た

取
り
組
み
を
行
う
こ
と
に
よ

り
、
従
業
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
と
共
に
生
産
性
の
向
上
を
図

る
と
い
う
、
企
業
ベ
ー
ス
の
理

念
だ
。

　

岩
見
沢
市
は
そ
れ
を
自
治
体

運
営
の
理
念
に
翻
案
・
導
入
。

産
学
官
の
連
携
の
下
、
総
合
戦

略
な
ど
と
も
随
所
で
連
動
さ
せ

な
が
ら
、
市
民
の
健
康
維
持
・
増
進
や
、
出
産
・
子

育
て
を
安
心
し
て
行
え
る
よ
う
な
体
制
の
実
現
を
多

角
的
に
図
り
、
市
民
生
活
の
質
の
向
上
を
目
指
し
て

い
る
。

　

ま
た
、
岩
見
沢
市
は
令
和
３
年
、
プ
ラ
チ
ナ
構

想
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
お
よ
び
プ
ラ
チ
ナ
大
賞
運
営
委

員
会
が
開
催
す
る
「
第
９
回
プ
ラ
チ
ナ
大
賞
」
に
て

「
大
賞
・
総
務
大
臣
賞
」
を
受
賞
し
た
。
受
賞
対
象

と
な
っ
た
取
り
組
み
は
、
北
海
道
大
学
Ｃ
Ｏ
Ｉ
拠

点
と
の
連
携
に
よ
り
、
平
成
27
（
２
０
１
５
）
年
度

か
ら
開
始
さ
れ
た
も
の
で
、「
日
本
で
一
番
母
子
に

や
さ
し
い
、
市
民
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り
：
日
本

初
の
健
康
経
営
都
市
岩
見
沢
市
と
の
挑
戦
～
新
公

共
・
新
産
業
エ
コ
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、
更
な
る

持
続
的
な
進
化
、
そ
し
て
他
地
域
展
開
～
」と
い
う

名
称
が
冠
さ
れ
て
い
る
。［
※
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

核
と
す
る
《
健
康
・
少
子
化
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
》

は
、
第
３
回
日
本
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
大

賞
・
日
本
学
術
会
議
会
長
賞
、
第
10
回
健
康
寿
命

を
の
ば
そ
う
ア
ワ
ー
ド
・
厚
生
労
働
大
臣
賞
も
受

賞
し
て
い
る
］

　
「
岩
見
沢
市
が
こ
の
取
り
組
み
で
着
眼
し
た
の
は
、

わ
が
国
に
お
い
て
90
年
代
か
ら
増
加
し
て
い
る

２
５
０
０
ｇ
未
満
の『
低
出
生
体
重
児
』の
問
題
で
し

た
。
低
出
生
体
重
児
が
増
え
る
要
因
は
、
周
産
期
に

お
け
る
母
子
の
心
身
に
か
か
る
、
さ
ま
ざ
ま
な
ス
ト

レ
ス
で
は
な
い
か
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
岩
見
沢
市
で
は
北
海
道
大
学
病
院
と
連

携
し
、
世
界
的
に
も
類
例
の
な
い
、
低
出
生
体
重
児

の
低
減
を
目
指
す
た
め
の
母
子
健
康
調
査
を
平
成
27

年
度
に
開
始
し
ま
し
た
。
そ
れ
に
基
づ
く
、
改
善
に

向
け
た
各
種
の
取
り
組
み
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
同

年
度
に
市
内
で
10
・

４
％
あ
っ
た
低
出
生
体

重
児
の
発
生
率
を
、
４

年
後
の
令
和
元
年
度
に

は
、
６
・
３
％
に
ま
で

低
減
さ
せ
る
こ
と
に
成

功
し
て
い
ま
す
」（
松
野

市
長
）

　

同
事
業
は
健
康
経

営
都
市
を
目
指
す
取

り
組
み
の
一
環
だ
が
、

こ
の
事
業
に
お
い
て

も
、
母
子
健
康
調
査
の

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
を
図
っ
て
汎は
ん
よ
う用
に
も
供
す
る
な

ど
、
こ
れ
ま
で
蓄
積
し
て
き
た
岩
見
沢
市
な
ら
で
は

の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
が
効
い
て
い
る
。
プ
ラ
チ
ナ
大
賞
選

評
に
お
い
て
も
、
ひ
と
き
わ
高
く
評
価
さ
れ
た
部
分

で
あ
る
。

　

先
人
た
ち
の
苦
闘
が
支
え
た
近
代
初
期
の
開
拓
時

代
か
ら
、
炭
鉱
景
気
に
沸
き
、
炭
鉱
景
気
が
急
落
し

た
高
度
経
済
成
長
時
代
な
ど
を
経
て
、
そ
の
つ
ど
た

く
ま
し
く
、
賢
く
未
来
を
切
り
開
い
て
き
た
岩
見
沢

市
。

　

国
策
に
よ
る
開
拓
か
ら
、
１
４
０
年
目
を
迎
え
た

岩
見
沢
の
近
未
来
へ
の
第
一
歩
は
、
今
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

の
理
念
に
も
リ
ン
ク
す
る「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
を
活
用
し
た

健
康
経
営
都
市
」と
い
う
、
自
ら
が
創
出（
開
拓
）し
た

「
新
た
な
ま
ち
の
カ
タ
チ
」
を
も
っ
て
実
現
さ
れ
よ
う

と
し
て
い
る
。
そ
う
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
写
真
・
文
＝
遠
藤
隆
／
取
材
日
＝
令
和
５
年
４
月
27
日
）取材中に遭遇した準天頂衛星「みちびき」の活用実証

農村体験が手軽にできる「栗沢クラインガルテン」は老若男女の利用者で四季
を通じてにぎわう

広大な農地で効率的に栽培される岩見沢のスマート農業は今や地
域財産
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